
定型BSEおよび非定型BSEに関する研究	
-ヒトニューロブラストーマ細胞を用いた解析-	

解　説	

1.  定型BSE (C-BSE)および非定型BSE(L-BSE)由来プリオンは、ヒト神経細胞株（ニューロブラス
トーマ細胞）への感染性を有することが明らかとなった。	

2.  プリオン蛋白質コドン１２９番目のアミン酸がMet/MetあるいはMet/Valいずれの細胞株において
もC-、L-BSEは感染性を有することが明らかとなった。また、L-BSE由来プリオンに感染させた

細胞ではC-BSE由来プリオンに感染させた細胞に比べ、一糖鎖型の割合が多い傾向にあった。	
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定型BSE(C-BSE)および非定型BSE(L-BSE)由来プリオンのヒトニューロブラストーマ細胞への感染実験	
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